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【問題提起】

１．地域人口の多様性を踏まえた社会保障の在り方
→ 長期的には地域の人口構造が全国的に拡がる可能性

２．今は特定地域だけで生じている人口現象が、今後
広域展開する可能性

→ “短期的・狭域” から “長期的・広域”へ
→ 地域間再分配の余地が低下

３．個々のライフコースを通した社会保障の構築に向けて



65歳以上人口割合（2010年）

出典：総務省統計局『平成22年国勢調査』より作成



男女年齢別人口構成（2010年）

出典：総務省統計局『平成22年国勢調査』より作成
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65歳以上人口割合（将来推計）

出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の都道府県別将来推計人口』（平成19年5月推計）』



男女年齢別人口構成（将来推計人口）

出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の将来推計人口』（平成24年1月推計）』より作成
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過疎地域について

出典：総務省「過疎対策」web資料より作成



過疎地域について

出典：総務省「過疎対策」web資料



出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の都道府県別将来推計人口』（平成19年5月推計）』をもとに作成



都道府県別にみた人口増加率

出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の都道府県別将来推計人口』（平成19年5月推計）』をもとに作成



日本の将来推計人口

出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の将来推計人口』（平成24年1月推計）』より作成



転入超過数の推移

出典：総務省統計局『住民基本台帳人口移動報告』より作成



65歳以上の者の子との同居割合（2010年）

厚生労働省 統計情報部『平成22年 国民生活基礎調査』より作成
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厚生労働省 統計情報部『国民生活基礎調査』より作成

65歳以上の者の子との居住状況の変化（1990～2010年）



都道府県別にみた出生率と65歳人口割合（2010年）

出典：総務省統計局『国勢調査』、厚生労働省『人口動態統計』より作成



【問題提起】

１．地域人口の多様性を踏まえた社会保障の在り方
長期的には地域の人口構造が全国的に拡がる可能性

２．今は特定地域だけで生じている人口現象が、今後
広域展開する可能性

→ “短期的・狭域” から “長期的・広域”へ
→ 地域間再分配の余地が低下

３．個々のライフコースを通した社会保障の構築に向けて
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